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       長野県高齢者生活協同組合 　　                　№ 148 号 (2021 年５・６月号 )

かがやきながのかがやきながの
　　　　 ニュース　　　　 ニュース
　　一人ぼっちにならない、 しない
　　　　　　　　人と地域のお役に立とう

高齢協の合言葉

東信地域 組合員の畑作業東信地域 組合員の畑作業
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と
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本部 ・ 北信地域センター
〠 381-0024

長野市南長池 761-3
　( 本部 )☎ 026-263-2386
　( 北信 )☎ 026-217-3601

中信地域センター
〠 390-0814

　松本市本庄 2-3-18
　☎ 0263-50-8439

東信地域センター
〠 384-0414

　佐久市下越 612-1
　☎ 0267-78-5070

南信地域センター
〠 399-2102

下伊那郡下條村陽皐 719-1
　☎ 0260-27-3588

高齢協のＨＰ
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高齢協ってどんな事業やっているの？高齢協ってどんな事業やっているの？

　長野高齢協は「だれもが安心して暮らせる地域の実現を目指す福祉の協同組合」

として福祉に関するさまざまな事業や活動を行なっています。

　そこで今回は、高齢協が取り組んでいる事業の全容をお知らせします。

居宅介護支援

　ケアマネージャーが

ケアプランを作成し、

要介護者等の在宅生活

の様々な相談に応じま

す。

　長野市・松本市

　利用者 150 名

６ 名 の ケ ア マ ネ ー

ジャーが勤務し、困り

ごと相談会も実施して

います。

訪問介護

　ヘルパーが要介護者、

障がい者のお宅を訪問

して、入浴・排泄・食

事等の介護や調理・洗

濯・掃除等の家事援助

を行ないます。

　長野市・松本市

　利用者 200 名

42 名のヘルパーが 365

日訪問活動を行ない、

在宅生活を支えていま

す。

デイサービス

　地域密着の小規模の

通いの場で、健康チェッ

ク・入浴・食事・日常

生活動作の訓練を行な

います。

　松本市

　利用者 30 名

一日の利用定員 10 名以

下の地域密着型のデイ

サービスです。地域の

寄り場となっています。

小規模多機能型居宅介護

　「通い・訪問・泊り」

のサービスで、その方

がその方らしく 1 日で

も長く在宅生活を過ご

していただくお手伝い

をします。

　

　長野市・佐久市・

　松本市・下條村

　利用者 100 名

ご本人や家族の状況に

応じて柔軟に対応。在

宅での看取りにも対応

します。

連絡先

　長野市南長池

　　☎ 026-263-2397
　松本市本庄

　　☎ 0263-31-8210

連絡先

　長野市南長池

　　☎ 026-263-2383
　松本市本庄

　　☎ 0263-31-8200

連絡先

　松本市里山辺

　　晴の家　

　　☎ 0263-39-7336

連絡先

　たわわ善光寺下

　　☎ 026-238-6511
　四季のベンチ

　　☎ 0267-78-5666
　かがやきの家笹部

　　☎ 0263-24-3318
　みんなの家下條

　　☎ 0260-27-3586

【事業の中心　介護保険事業・障がい者支援事業】　【事業の中心　介護保険事業・障がい者支援事業】　
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【食べるは生きる基本　配食サービス】【食べるは生きる基本　配食サービス】

　毎日手作りで栄養バランスのとれた家庭の味のお弁当を昼・夜と必要な時に配達。ごはんのやわらか

さ、おかずのひと口大カットやあらきざみ

など、さまざまな希望にも対応しています。

一軒一軒お弁当をお届けしながら、利用者

の安否確認も行っています。

　1 カ月の食数は 3 事業所合わせて 1 万

7,000 食（1日約 560 食）

　小海町、佐久穂町では町との契約による

配食サービスも行なっています。

　グループでの会食・行事食やイベントに

も対応しています。（気軽にお電話を）

つくしの里長野南

弁当のご注文は下記へご連絡くだ

さい。

　☎ 026-214-0294
　営業エリア：長野市南部・千曲市

つくしの里大豆島

弁当のご注文は下記へご連絡

ください。

　☎ 026-267-0294
　営業エリア：長野市北部

佐久味工房米ちゃん弁当

弁当のご注文は下記へご連絡く

ださい。

　☎ 0267-78-5831
　営業エリア：佐久市・小海町

　　　　　　　佐久穂町

　職業訓練等を通じて介護の担い手育成を行なって

います。また介護分野に復帰される方のお手伝いも。

地域に必要な担い手育成のため福祉自動車の運転者

講習や庭木の剪定講座、DIY講座等も実施しています。

　実施：長野市　☎ 026-217-3601

【福祉は人づくり　人材育成事業】【福祉は人づくり　人材育成事業】

　地域包括支援センターから紹介された

方々に、運動やレクリェーション活動な

どを通じて予防活動に取り組んでいます。

　実施：佐久市　　　　　　　　　　

　　かがやきひろば　☎ 0267-78-5070

　組合員生産の野菜・果実販売や各地で行なわれる

お祭りでの焼

き鳥販売。今

後は取り扱い

品目の拡大を

行ないます。

　

【販売・斡旋サービス】【販売・斡旋サービス】

【介護予防サービス】　【介護予防サービス】　
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【高齢者をさらに元気に　地域福祉サービス（指定管理）】【高齢者をさらに元気に　地域福祉サービス（指定管理）】

　長野市の指定管理施設を受託して、さ

まざまな講座を行ない、生きがい・健康・　

仲間づくりができる施設の運営を行なっ

ています。

老人憩の家

　お風呂をメインに健康保持、

仲間づくりに取り組んでいます。

　石川いこいの家

　　☎ 026-292-3900
　大豆島いこいの家

　　☎ 026-221-5600
　茂菅いこいの家

　　☎ 026-234-5466
　新橋いこいの家　

　　☎ 026-228-4731
　東長野いこいの家

　　☎ 026-244-6721

老人福祉センター

　生きがいづくり、健康づくり

の講座の実施や、自主グループ

が活動しています。

　東北老人福祉センター

　　☎ 026-296-5570
　湯福老人福祉センター

　　☎ 026-232-8335
　柳町老人福祉センター

　　☎ 026-235-0019
　豊野老人福祉センター

　　☎ 026-257-3135

シニアアクティブルーム

　中心市街地での高齢者の活動

拠点として、講座の開催を中心

に運営しています。

　（長野市内もんぜんぷら座内）

　　☎ 026-223-0058

戸隠交流集会施設森林囃子

　自然豊かな長野市戸隠エリアにある温泉施設。観光施設として誰

でも利用できます。併設の交流施設では講堂や調理施設もあり、地

域の方々に利用いただいています。（マレットゴルフ場も整備）

　　☎ 026-252-2810

ふれあい交流ひろば

　世代間交流・教養や趣味の講

座を通じて、地域の集いの場作

りを行っています。

　（長野市松代保健センター内）

　　☎ 026-278-0050

若
槻
老
人
憩
の
家

　
　

閉
館
の
お
知
ら
せ

　

若
槻
老
人
憩
の
家
は
、
長

野
市
の
公
共
施
設
削
減
の
一

環
に
よ
り
３
月
末
で
閉
館
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
民
間

の
団
体
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
と
併
せ
て
運
営
を
行
な
い

ま
す
。

　

長
野
高
齢
協
が
平
成
18
年

か
ら
指
定
管
理
を
受
け
て
15

年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
で

毎
日
運
営
し
、
清
潔
な
施
設
・

心
と
体
が
や
す
ま
る
環
境
・

誰
も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
を
心
が
け
て
き
ま

し
た
。
利
用
者
の
方
々
か
ら

の
「
今
日
も
気
持
ち
の
い
い

お
風
呂
だ
っ
た
よ
」
の
一
言

に
気
持
ち
が
癒
さ
れ
、
仕
事

に
や
り
が
い
を
感
じ
る
毎
日

で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
利
用
者
さ
ん

と
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

こ
こ
ま
で
運
営
で
来
た
こ
と

に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
ス
タ
ッ
フ
一
同
）
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【介護保険等では対応できない困りごと　解決は私たちで】【介護保険等では対応できない困りごと　解決は私たちで】

NPO かがやきが行なう生活支援

　草刈・庭木の剪定・消毒・雪かき・室内外の清掃・

片付けなど生活の困ったに対応しています。また、

農作業補助等のお手伝いも

実施しています。

　長野市（おやじの庭や）　　 ☎ 026-213-8807

　松本市（中信生活総合支援）☎ 0263-50-8439

　下條村（南信生活総合支援）☎ 0260-27-3588

かがやきサポート

　食事づくり・通院・買物・外出の付き添いや

話し相手・安否確認など介護保険では対応でき

ない日常生活の困りごとに対応しています。

　長野市南長池　☎ 026-263-2383

　松本市本庄　　☎ 0263-31-8200

　下條村　　　　☎ 0260-27-3586

法人協同事業

　地域の団体や会社と契約し、建物管理や管理人

業務を請け負い、高齢協の組合員に担ってもらっ

ています。

　長野市　☎ 026-213-8807

不動産管理サービス

　昨今問題になっている空き家。定期的に訪問し、

換気や通電・チェックを行なう空き家管理。駐車

場やオーナーから委託されたアパートの管理を行

なっています。　　　　　　　　　　　　　　　　

　長野市　☎ 026-213-8807

　松本市　☎ 0263-50-8439

やすらぎサポート事業

　高齢期に差し掛かり、人生の最終盤に向かって

どう生きたら良いかの問いから生まれた事業。

　・エンディングセミナーの開催

　・エンディングノートの普及

　　　　（３部作セット　1,100 円）

　・専門家による相談活動

　・協同墓の斡旋　等を行なっています。

　　　（永代供養 20 ～ 30 万円）

　今後は、成年後見制度の活用や信用保証等のサー

ビスを検討します。

【高齢期の働く場づくり】　【高齢期の働く場づくり】　 【人生の最終盤に向けた準備】【人生の最終盤に向けた準備】

　長野高齢協の事業はホームページからもご覧い

ただくことができます。「かがやきながのニュース」

のバックナンバーも掲載しています。

　　http://www.nagano-koureikyo.jp/

協同墓の見学や生前予約を

賜っています。

連絡先

☎ 026-263-2386
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長野県高齢者生活協同組合　第 23 回総代会　公示

長野県高齢者生活協同組合定款 52 条、54 条、55 条に基づき第 23 回通常総代会を開催します。
1．総代会日程及び会場
　日時　2021 年 6 月 26 日（土曜日）　午前 10 時より
　会場　長野市　長野県高齢者生活協同組合本部　かがやきスペース
2．予定議案
　第一号議案　2020 年度事業・活動報告と決算承認の件
　第二号議案　剰余金処分承認の件
　第三号議案　2021 年度事業・活動計画並びに収支予算の承認の件
　第四号議案　日本生活協同組合連合会への加盟の件
　第五号議案　役員選任の件
　第六号議案　2021 年度役員報酬の件
　第七号議案　議案決議効力発生の件

世
界
の
平
和
と
核
兵
器
の
全
面
禁
止
・
廃
絶
に
向
け
、
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
の
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
参
加
す
る
よ
う
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
行
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
　
　

　

核
兵
器
の
廃
絶
は
全
世
界
の
人
々
の
切
な
る
願
い
で
す
。

　

核
兵
器
が
世
界
で
初
め
て
登
場
し
、
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
て

か
ら
76
年
。
核
兵
器
を
国
際
法
で
禁
止
す
る
歴
史
的
な
核
兵
器

禁
止
条
約
が
２
０
２
１
年
１
月
に
発
効
し
ま
し
た
。
核
兵
器
廃

絶
へ
の
重
要
な
一
歩
で
あ
り
、
核
兵
器
の
禁
止
・
廃
絶
を
訴
え

続
け
た
被
爆
者
を
は
じ
め
、
世
界
と
日
本
の
核
兵
器
廃
絶
運
動

を
支
え
て
き
た
人
々
の
共
同
の
成
果
と
い
え
ま
す
。
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
の
国
民
と
し
て
、
あ
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
だ
か
ら
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ

す
取
り
組
み
の
リ
ー
ド
を

　

残
念
な
が
ら 

日
本
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
そ
の

使
命
と
責
任
を
自
覚
し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
リ
ー
ド
す
べ

き
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け

た
態
度
を
取
り
続
け
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
に
蔓
延

し
、
世
界
中
の
病
院
で
地
域
で
、
生
命
を
守
る
た
め
に
必
死
の

た
た
か
い
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
世
界
の
人
々
は
知
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
生
命
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
凌
ぎ
を
削
る
新
し
い
核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
製
造
、

貯
蔵
な
ど
の
行
為
は
生
命
を
守
る
こ
と
と
真
逆
の
こ
と
で
す
。

　

「
平
和
の
た
め
に
核
兵
器
が
必
要
か
？
」 

力
を
合
わ
せ
核
軍
拡

競
争
に
終
止
符
を

　

世
界
に
あ
る
核
兵
器
の
数
は
９
か
国
で
お
よ
そ
１
万
４
千
発

も
保
有
さ
れ
、
核
兵
器
が
使
わ
れ
る
危
険
は
現
実
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
の
核
兵
器
維
持
関
連
支
出
総
額
は
日
本
円
で
８
兆

円
に
迫
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
核
軍
拡
競
争
に
幸
せ
な
未
来
が
あ

る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
と
人
類
に
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
る

核
兵
器
で
人
々
の
安
全
を
守
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
状
況
を
克

服
し
、
核
兵
器
を
な
く
す
た
め
に
は
、
国
際
社
会
が
一
致
し
て
核
兵

器
の
危
険
性
（
究
極
の
大
量
破
壊
兵
器
）
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、

建
設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
相
互
の
信
用
・
信
頼
の
再
構
築
を
急
ぎ
、

核
兵
器
の
新
た
な
開
発
・
保
有
・
使
用
を
法
的
に
禁
じ
る
以
外
に
方

法
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
で
き
る
こ
と
を
先
に
延
ば
さ
ず
、
「
平
和
と
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
」

　

核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
行
動
に
移
し
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。
生
活
協
同
組
合
は
平
和
を
大
切
に
し
、
核
兵
器
廃
絶
や

戦
争
反
対
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
協
同
組
合
は
「
平
和

と
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
に
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
被
爆
者
団
体

を
は
じ
め
広
範
な
人
々
と
と
も
に
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ
の
普
段
の
暮
ら
し
、

福
祉
の
充
実
が
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
」
署
名
活
動
の
取
り
組
み

　

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
85
歳
に
近
く
、
被
爆
者
の
願
い
実
現
ま
で

に
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
き
る
こ
と
を
先

に
延
ば
さ
ず
、
日
本
政
府
に
速
や
か
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
求
め
、
国
際
的
な
条
約
の
枠
組
み
に
加
わ
っ
て
核
兵
器
廃
絶
の
取

り
組
み
を
牽
引
す
る
よ
う
、
今
回
の
署
名
活
動
等
を
通
じ
て
求
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

（
高
齢
者
生
協
常
務
理
事　

風
間
隆
治
）

今回配布の署名にご協力を！６月末までに署名欄を埋めて同封の封筒で〒投函を！
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東信（18 名） 北信 66 名 芝波田英二 今井　二郎 吉沢　勝子 村上さよ子

荒井　季彦 酒井　憲彦 今井美佐子 前島　章良 杉田　利宏 小林　陽子

宮澤　文仁 荒井　智和 小山美恵子 勝田美穂子 竹内　　勉 藤井　幸子

萩原　守子 室川　裕子 神津　晴雄 齊藤　洋子 黒岩千恵子 樋沢　春喜

松崎　裕子 上野　和幸 金子　茂喜 相澤　京子 滝沢　文子 根本二三子

梶谷　安子 神谷　有子 戸谷　茂雄 安藤　節子 瀧本　弘子 柵山　節子
柏原　千穂 北村　道子 小池登志子 石井　　孝 中川　文子 白井　広美

吉田　敬子 滝澤　房江 五味美穂子 石坂　京子 細野百々代 高瀬　制一

関　　次郎 須坂はるみ 小山　　隆 土屋　裕道 土屋栄美子 武井満喜子

井出三代子 曽根　真弓 鈴木よし子 久保田幸子 土屋　健一 床尾　玲子

東　　誠子 高橋　節子 池田　孝子 田口　森男 中信（20 名） 轟　　咲子

山下多香子 中村　令子 塚田しげ子 出河　久男 飯田　　聖 小林美代子

大工原陽子 林　　晴江 永井　美子 轟　　博子 大久保萬里 南信（6名）

川妻　干将 古澤　美保 古澤あけ美 中澤　明子 小泉紀代子 石原由美子

羽毛田協子 宮川　昌子 花形　春樹 西澤　照雄 小島千代子 伊藤　敬子
千田　直子 宮沢千恵子 大日方愛子 神田　勝美 小林　幸代 今村　洋子

高橋　照子 渡辺絵美子 村松　　博 松村　　久 堀内美保子 尾曽　和成

山本　典子 渡邉みち子 山本　小雪 宮下紀美子 代田　　登 野牧　初彦

横山　孝子 伊藤　道子 今井　悦子 柳沢　孝子 若松　典子 松田みつ子

　

「
困
窮
・
分
断
」
に
む
き
あ
う
「
共
益
」、
同
時
に
「
公
助
」
の
支
え
を
つ
く
る
必
要　

　

前
回
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
仮
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
が
一
定
沈
静
化
し
た

と
し
て
も
、
私
た
ち
が
相
当
の
覚
悟
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、

二
つ
の
課
題
～
気
候
危
機
、
そ
し
て
困
窮
と
分
断
～
を
挙
げ
、
ま
ず
気
候
危
機
に
つ
い

て
み
ま
し
た
。
本
欄
で
は
、
二
つ
目
の
課
題
、
困
窮
と
分
断
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
困
窮
や
排
除
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
根
深
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

感
染
症
蔓
延
を
経
て
、
収
入
減
、
雇
止
め
、
生
活
困
窮
、
家
賃
支
払
い
が
で
き
ず
住
む

場
を
失
っ
て
路
上
に
出
る
等
、
非
正
規
労
働
の
増
大
や
公
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

弱
ま
り
に
よ
っ
て
、
従
来
か
ら
ギ
リ
ギ
リ
の
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
た
若
年
層
や
女
性
、

外
国
人
労
働
者
が
、
今
、
一
層
、
命
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。

様
々
な
給
付
金
や
貸
付
制
度
が
作
ら
れ
た
も
の
の
そ
の
活
用
に
た
ど
り
着
か
な
い
人
々

が
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
す
。

　

当
事
者
の
悲
痛
な
叫
び
を
キ
ャ
ッ
チ
す
れ
ば
、
と
に
か
く
現
場
に
駆
け
つ
け
て
、
相

談
と
食
と
宿
泊
な
ど
、
そ
の
場
で
手
配
し
、
文
字
通
り
当
事
者
が
「
生
き
続

け
る
こ
と
」
に
密
着
す
る
、
「
コ
ロ
ナ
災
害
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の
活
動
は
、

昨
年
末
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
、
報
道
で
も
頻
繁
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
反

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸
に
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
こ

こ
に
関
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
し
ば
ら
く
感
染
対
策
で
見
合
わ
せ
て
い
た
子
ど
も
食
堂
や
地
域
の
支

え
あ
い
の
活
動
等
、
「
命
」
や
「
暮
ら
し
」
に
結
び
付
く
「
キ
ー
ワ
ー
ク
」

の
活
動
領
域
で
は
、
こ
の
ま
ま
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
そ
の
切

迫
感
で
、
昨
年
後
半
は
、
活
動
が
従
来
に
も
増
し
て
フ
ル
回
転
と
な
っ
て
い
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
「
共
助
」
の
可
能
性
が
発
揮
さ
れ
、
社
会
的
発
信
が
増
え
る
と

そ
こ
に
加
わ
る
市
民
も
増
え
、
支
え
合
い
の
契
機
や
関
心
は
確
実
に
広
が
り

ま
し
た
。
そ
の
「
共
助
」
の
ギ
リ
ギ
リ
の
踏
ん
ば
り
が
持
続
可
能
と
な
る
に
は
、

「
公
助
」
が
必
須
で
す
。

　

協
同
組
合
は
、
共
助
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
「
公
助
」
を
細
ら
せ
な
い

た
め
に
、
市
民
社
会
か
ら
の
働
き
か
け
を
強
め
る
義
務
も
負
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長　

田
中
夏
子

大きく変わる暮らし大きく変わる暮らし
　　大切にしなければならないこと ( 下 )

総代選挙結果について

　総代選挙規約第 10 条により立候補者が定数以内となったため、以下の総代候補者全員が当
選したことをお知らせします。
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 23 回総代会 選挙管理委員会

総代定数 110 名（東信：18 名、北信：66 名、中信：20 名、南信：6名）
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戦
後
の
経
済
成
長
で
激
変
し
た
農
業
環
境

　

伯
母
が
種
モ
ミ
を
き
れ
い
に
選
別
し
て
く

れ
て
苗
床
を
作
り
、
家
族
総
出
で
田
植
し
た

こ
ろ
は
、
田
起
こ
し
も
手
で
や
っ
た
が
、
戦

後
は
牛
や
馬
な
ん
か
の
家
畜
に
変
わ
り
、
そ

れ
が
今
は
苗
ま
で
農
協
に
作
っ
て
も
ら
い
、

機
械
で
田
植
も
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
も
水
稲
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け
ず

酪
農
を
取
り
入
れ
た
り
、
畑
耕
作
に
替
え
た

り
と
農
業
の
形
態
も
時
代
と
共
に
変
化
し
、

い
ま
は
企
業
と
手
を
組
ま
な
い
と
食
べ
て
い

け
な
く
な
っ
て
来
た
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
辺
り
は
田
ん
ぼ
も
畑
も
少
な
い
土
地

だ
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
牧
場
も
で
き
な
い
。

畦
草
農
業
で
畦
草
を
刈
っ
て
牛
を
飼
い
、
不

足
し
が
ち
な
タ
ン
パ
ク
源
に
し
よ
う
と
、
昭

和
三
十
三
年
頃
か
い
ね
え
、
協
同
乳
牛
を
始

め
て
一
家
を
支
え
よ
う
と
し
た
。
公
害
問
題

や
農
薬
問
題
が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
始
め

た
頃
だ
よ
。
し
か
し
、
日
米
安
保
の
決
定
で

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
農
畜
産
物
が
何
で
も
入
っ

て
く
る
よ
う
に
な
り
、
乳
価
は
下
が
る
一
方

だ
っ
た
だ
。
以
来
、
日
本
の
農
業
は
、
衰
退

す
る
ば
か
り
さ
。

　

そ
ん
で
子
牛
も
入
れ
て
五
頭
い
た
牛
を
全

部
で
六
十
万
位
で
売
り
払
い
、
そ
れ
を
資
金

に
何
代
も
が
住
ん
で
き
た
古
い
家
の
建
て
替

え
を
し
て
ね
。
昭
和
五
十
年
の
こ
と
で
す
わ
。

前
の
家
は
ト
タ
ン
屋
根
で
風
が
吹
く
と
舞
っ

て
し
ま
う
よ
う
だ
っ
た
が
、
農
協
住
宅
第
一

号
と
経
済
連
が
勧
め
て
く
れ
た
で
建
て
た
で

す
。
七
十
五
歳
に
な
っ
た
お
袋
が
脳
硬
塞
と

脳
溢
血
で
倒
れ
て
、
半
身
不
随
で
寝
た
き
り

の
状
態
だ
っ
た
か
ら
、
せ
め
て
新
し
い
畳
の

部
屋
に
寝
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
で
建
て
か
え
た
だ
。
お
袋
は
苦
労
し

て
こ
れ
ま
で
我
慢
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
知
っ

て
い
た
か
ら
か
親
父
は
そ
の
看
病
を
い
と
わ

な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
が
「
俺
が
面
倒
見

る
よ
」
っ
て
さ
、
十
三
年
七
か
月
看
て
く
れ

た
で
す
。

　

大
家
族
で
育
っ
た
が
、
子
ど
も
の
頃
に
お

袋
は
「
自
分
の
事
は
自
分
で
し
ろ
」
「
働
か

ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
」
「
研
究
心
の
な

い
者
は
成
功
し
な
い
」
と
教
育
し
て
き
た
。

だ
で
わ
た
し
は
今
も
お
袋
の
教
え
を
肝
に
命

じ
て
い
て
、
短
歌
を
捻
っ
た
り
、
書
を
し
た

た
め
た
り
す
る
が
根
が
百
姓
だ
で
、
農
業
も

よ
い
方
向
に
向
か
う
た
め
の
学
習
、
住
み
よ

い
社
会
を
と
仲
間
と
の
学
習
も
し
て
い
る
。

で
も
農
村
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
と
や
は

り
、
旧
い
し
き
た
り
は
ど
こ
か
で
区
切
り
を

付
け
て
行
か
な
け
れ
ば
と
も
思
い
ま
す
わ
。

次
の
世
代
を
思
う
と
い
ま
の
自
分
達
が
し
っ

か
り
し
た
筋
道
を
た
て
て
お
く
責
任
が
あ
る

と
。
未
だ
に
親
父
の
世
代
の
義
理
に
振
り
回

さ
れ
て
い
る
か
ら
ね
。

　

ま
あ
、
今
年
は
ジ
ュ
ー
ス
用
の
ト
マ
ト
と

パ
セ
リ
を
出
荷
し
、
米
を
作
っ
て
、
家
族
の

だ
れ
に
も
な
つ
か
な
く
て
、
私
に
甘
え
て
い

る
山
羊
の
世
話
に
精
を
だ
す
こ
と
に
し
ま
す

か
。

お
わ
り

私
か
ら
の
伝
言

私
か
ら
の
伝
言

　

２
０
２
１
年
度
方
針
、
体
制
、
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
は
既
存
事
業
の
点
検
見
直
し

を
行
な
い
、
事
業
高
７
億
５
０
０
万
１
千
円
を

目
指
し
ま
す
。

〇 

２
０
２
０
年
度
の
ま
と
め
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
０
年
度
は
一
定
の
利
益
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
全
就
労
者
に
一
律
２
万
円
の

年
度
末
一
時
金
を
支
給
し
ま

す
。

〇 

今
後
の
活
動
の
発
展
を
目

指
し
て
、
日
本
生
活
協
同

組
合
連
合
会
へ
の
加
盟
を

総
代
会
に
諮
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

〇 

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
・
批
准
を

求
め
る
」
請
願
署
名
に
５

月
～
６
月
、
取
り
組
み
ま

す
。

〇 

こ
の
間
の
署
名
結
果
は
以

下
の
通
り
で
し
た
。

　
　
　
　

（
４
月
５
日
段
階
）

　

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
」
国
会
請

願
・
386
筆

　

「

75

歳

以

上

医

療

費

窓

口

負

担

２

割

化

撤

回

を

求

め

る

」

請

願

署

名　
　
　
　
　
　

 

・
409
筆

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

３
月
・
４
月

合　計 東　信 北　信 中　信 南　信

事業高 705,001 118,590 379,883 152,888 53,640

事業剰余 8,762 10,541 27,867 14,336 7,491

事業計画 単位 :千円

　

倉
科　

正
昭　

さ
ん

　
　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
長
野
県
松 

 
 
 
 

本
市
神
林
で
生
ま
れ
る
。
76
歳

(

２
０
１
０
年
４
月
記)

農
業
で
生
き
る
っ
て
こ
と
そ
り
ゃ

あ
、
昔
に
変
わ
ら
ず
楽
じ
ゃ
な
い

け
ど
ね
ぇ 　
　
　
　

（
４
／
４
）

　

「
私
か
ら
の
伝
言
」
を
シ
リ
ー
ズ

で
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
か
ら
多
く
の
学

び
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
人
生
と
も

重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
お
読
み
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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「
中
途
半
端
に
体
が
動
く
の
で
困
る
の
で
す
。
」

　

Ｕ
さ
ん[
94
才
女
性]

の
お
嫁
さ
ん
は
頭
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

「
一
日
に
何
回
も
身
体
を
拭
い
て
、
着
替
え
を
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
洗
濯
も
大
変
。
私
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
側
に
つ
き
っ
き
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
何

か
良
い
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

　

Ｕ
さ
ん
は
明
治
生
ま
れ
。
一
度
も
洋
服
を
着
た
こ

と
が
な
く
、
和
服
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
。
パ
ン
ツ

も
は
い
た
こ
と
が
な
く
腰
巻
で
通
し
て
き
ま
し
た
。

少
し
足
腰
が
弱
っ
て
か
ら
は
、
ベ
ッ
ド
上
の
生
活
。

ベ
ッ
ド
の
脇
に
置
い
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
に
自
分

で
下
り
て
腰
巻
と
着
物
を
ま
く
り
上
げ
て
用
を
た
し

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、
最
近
少
し
認
知
症
に
な
っ

て
き
た
よ
う
で
、
腰
巻
と
着
物
を
上
げ
ず
に
用
を
た

す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

腰
巻
か
ら
襦
袢
、
着
物
ま
で
い
つ
も
尿
で
び
っ

し
ょ
り
。
も
ち
ろ
ん
、
お
嫁
さ
ん
は
紙
オ
ム
ツ
を
あ

て
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
紙
オ
ム
ツ
で
も
す
ぐ

脱
い
で
し
ま
う
の
で
す
。
パ
ン
ツ
を
は
い
た
経
験
が

な
い
の
で
紙
オ
ム
ツ
が
気
持
ち
悪
い
よ
う
で
す
。

　

「
お
し
っ
こ
し
た
い
時
は
、
呼
ん
で
く
だ
さ
い
と

い
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
着
物
の
ま

ま
ポ
ー
タ
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る
の
で
す
。
い
く
ら
言

い
聞
か
せ
て
も
だ
め
で
す
。
い
っ
そ
手
足
も
動
か
な

い
寝
た
き
り
に
な
っ
て
く
れ
た
方
が
ど
ん
な
に
楽
か

と
思
い
ま
す
」

　

「
う
ー
ん
」
相
談
受
け
て
も
良
い
案
が
浮
か
び
ま

せ
ん
。
週
３
回
の
訪
問
看
護
の
援
助
は
焼
け
石
に
水

の
よ
う
で
す
。
段
々
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
日

何
回
も
裸
に
す
る
の
は
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
か
心
配

で
す
。
お
嫁
さ
ん
は
疲
労
困
憊
の
様
子
。
こ
ん
な
時

何
の
助
言
も
で
き
ず
、
無
力
感
を
感
じ
、
申
し
訳
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
で
す
。
お
嫁
さ
ん
は
良
い
こ

と
を
考
え
つ
き
ま
し
た
。
襦
袢
と
着
物
を
全
部
半
分

に
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
下
の
半
分
の
着
物
は

紐
を
付
け
て
腰
巻
と
同
じ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
上
と

下
を
別
々
に
分
け
て
着
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

　

「
以
前
は
紙
オ
ム
ツ
な
ん
か
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

大
き
な
布
を
巻
き
オ
ム
ツ
を
考
え
れ
ば
良
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
で
下
だ
け
交
換
す
れ
ば
良
い
の
で
、
少
し

は
楽
に
な
り
ま
し
た
。
」
そ
し
て
腰
巻
と
襦
袢
の
間

に
薄
い
ビ
ニ
ー
ル
の
風
呂
敷
を
入
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
排
尿
量
が
少
な
い
時
は
腰
巻
だ
け
を
交
換
す

れ
ば
良
い
の
で
、
洗
濯
の
量
も
激
減
し
ま
し
た
。

　

着
物
を
全
部
半
分
に
切
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
考
え

も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
着
物
を
残
し
て
い
て
も
い

ま
ど
き
誰
も
着
る
人
は
い
ま
せ
ん
も
の
ね
。
お
嫁
さ

ん
の
工
夫
に
脱
帽
で
す
。

第
35
話

「尿
失
禁
対
策
の
工
夫
に
脱
帽
」

　

認
知
症
の
方
で
尿
失
禁
や
便
失

禁
が
あ
る
の
に
、
紙
オ
ム
ツ
は
勿

論
布
お
む
つ
も
受
け
入
れ
て
く
れ

な
い
方
を
何
人
か
見
て
き
ま
し

た
。
普
段
と
違
う
感
覚
が
嫌
い
な

の
で
し
ょ
う
ね
。
い
く
ら
履
か
せ

て
も
自
分
で
脱
い
で
し
ま
う
か
、

上
手
に
紙
を
ち
ぎ
っ
て
ば
ら
撒
い

て
し
ま
い
ま
す
。
大
便
が
ポ
ト
ポ

と
畳
の
上
に
落
ち
て
き
て
、
思
わ

ず
素
手
で
受
け
て
し
ま
っ
た
と
い

う
介
護
者
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て

脱
い
だ
紙
オ
ム
ツ
を
ト
イ
レ
で
流

し
て
ト
イ
レ
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま

う
方
も
い
ま
し
た
。

　

オ
ム
ツ
を
し
て
い
る
感
覚
が
嫌

い
だ
と
分
か
る
の
は
実
は
認
知
症

の
初
期
な
の
で
す
。
や
が
て
認
知

症
が
進
む
と
オ
ム
ツ
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
こ
の
初
期
の
時
期
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

も
「
私
の
行
く
と
こ
ろ
で
は
な
い
」

と
言
っ
て
拒
否
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

た
ま
に
訪
ね
て
く
る
親
族
に
は
ま

と
も
な
話
を
さ
れ
ま
す
。
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
の
ス
ト
レ
ス
は

大
変
な
も
の
で
す
。

　

認
知
症
に
関
し
て
は
排
泄
の
失

禁
が
始
ま
っ
た
時
期
が
一
番
大
変

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
社
会
も

周
り
の
人
も
理
解
し
て
、
適
切
な

援
助
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ゼ
リ
ー
寄
せ(

和
風)

　

【
材　

料
】
小
鉢
８
個
分

　

冷
凍
枝
豆　

25
個
～
30
個

　

ミ
ニ
ト
マ
ト　

16
個
（
大
き
け
れ
ば
８
個
）

　

ハ　

ム　
　
　
　
　

２
枚

　

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ　

２
個

　

粉
ゼ
ラ
チ
ン　
　
　

５
ｇ

　

お　

湯　
　
　
　
　

50
㏄

　

だ
し
汁　
　
　
　
　

250
㏄

　

【
作
り
方
】

① 

だ
し
汁
は
み

り
ん
、
薄
口

醤
油
な
ど
で

味

を

調

整

し
、
250
㏄
を

用
意
し
て
粗

熱
を
取
っ
て

お
く
。

② 

冷
凍
枝
豆
を

解
凍
し
、
さ

や
か
ら
取
り
出
し
薄
皮
を
取
り
除
く
。

③
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
湯
む
き
し
半
分
に
切
る

④ 

ハ
ム
、
チ
ー
ズ
は
小
さ
め
の
さ
い
の
目
に
切

る
。

⑤ 

②
③
④
を
小
鉢
に
盛
る
。

⑥ 

粉
ゼ
ラ
チ
ン
を
50
㏄
の
お
湯
（
80
℃
以
上
）

で
よ
く
溶
か
し
①
に
加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

⑦  

⑥
を
⑤
の
小
鉢
に
注
ぎ
冷
蔵
庫
で
冷
や
し

て
固
め
る
。

　

＊ 

枝
豆
の
か
わ
り
に
オ
ク
ラ
も
お
す
す
め
で

す
。

（
南
信　

原　

秀
子
）
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家族で力を合わせチャレンジしよう

1 2 3 4 5

6 7
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〈タテのカギ〉
② 別名、春鳥・春告げ鳥・花見鳥・歌詠み鳥・経読み鳥・

匂い鳥・人来鳥  ・百千鳥  ・愛宕鳥 。
③ 樹木の分泌する粘液。また、その固まったもの。「松

○○」
⑤ 映画やテレビで、群衆・通行人などの役を演じる臨時

雇いの出演者。
⑦ 靴。「ジョギング○○○○」
⑨空想された理想的な社会。理想郷。
⑫家に仕える臣下。家来 ( けらい ) 。
⑭ 一定の能力または業績を示した者に授与される称号。

学士・修士と博士とがある。
⑯二つそろって一組みとなること。また、そのもの。

〈応募方法〉
☆タテ、ヨコのカギを解きながら□に文字を埋めていき、Ａ～Ｆを順番に並べて言葉を完成させてください。
　それが答です。応募いただいた正解者の中から抽選で３名様にクオカード 500 円をプレゼントします。
☆ 答、氏名、住所とともに日常の出来事や「かがやきながのニュース」へのご意見・ご感想などを書き添えて、

郵便、ファックス、Ｅメールでご応募ください。
　　宛先　〒 381-0024　長野市南長池 761-3　長野県高齢者生活協同組合「クロスワード」係
　　fax　026-263-2385　　Eメール　kagayakinews@nagano-koureikyo.jp

正解者　12 名　当選者（３名）は酒井経夫

さん、小林恵子さん、加藤久美さんでした。

おめでとうございます。クオカード 500 円

をお送りします。

〈ヨコのカギ〉
① 風を受けて回転する羽根車。また、風を大きな羽車

に受けて回転させ、動力を得る装置。
④物事の道理を判断し処理していく心の働き。
⑥太陽の沈む方角。
⑧ 石油発動機やディーゼル機関の燃料などに用いる

油。
⑩ サッカーなどのスポーツにおける育成年代のこと。
⑪ 食料品を中心に日用雑貨・衣料品などの家庭用品に

ついて、大量・廉価販売を行う大規模小売店。
⑬ 図案の柄。模様。
⑮文章を書くこと。「連載小説を○○〇〇している」
⑰ 妻を人一倍大事にする夫。

前号の正解（147 号） あくあまりん

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

じ

こ

り

り

い

まし

せ

くろ

し

ね

ろ

う

ま

い

ち

き

し

の

よ

ね

りあ

く

ま

つび

ん

き

ぶ

ぎ

う

今号の締め切り　６月 10 日（木）必着

の

く

Ｅ

F あど

も

　

針
綴
じ
な
し
の
試
行
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
引

き
続
き
針
な
し
で
製
作
し
て
様
子
を
み

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
委
員
会
）

☆
針
綴
じ
な
し
を
早
々
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
自
分
の
意
見
を
取
り
上
げ
て

も
ら
い
、
実
行
し
て
も
ら
え
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

☆
針
綴
じ
な
し
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

☆
コ
メ
ン
ト
を
見
る
ま
で
は
特
に
試
行

に
つ
い
て
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆
今
月
号
の
試
行
は
良
か
っ
た
で
す
。

古
紙
回
収
作
業
の
効
率
化
に
お
役
に

立
て
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

☆
針
綴
じ
な
し
は
大
変
良
い
と
思
い
ま

す
。

☆
針
金
綴
じ
な
い
ほ
う
が
良
い
。

☆
大
賛
成
で
す
。

　

洗
濯
用
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
販
売
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
他
の
業
者
の
洗
濯
用
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
に
つ
い
て
「
過
大
広
告
」
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

長
野
高
齢
協
で
も
洗
濯
用
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の

取
り
扱
い
を
し
て
お
り
、
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　

（
当
組
合
の
仕
入
れ
元　

（
株
）
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ

Ａ
ｄ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
ｓ

）

こ
れ
ま
で
長
野
高
齢
協
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
購

入
さ
れ
た
方
で
、
ご
希
望
が
あ
る
方
に
は
返

金
処
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６(

２
１
７)

３
６
０
１　

北
信
セ
ン
タ
ー
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城
山
公
園
が
き
れ
い
に

　

善
光
寺
の
脇
、
城
山
公
園
が
き
れ
い

に
な
る
よ
う
で
楽
し
み
で
す
。
お
花
見

で
も
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
。

（
関　

邦
則
）

　

筋
ト
レ
を
追
加

　

筋
ト
レ
は
必
要
で
す
ね
。
公
民
館
で

行
な
っ
て
い
る
「
は
つ
ら
つ
体
操
」
に

通
っ
て
い
ま
す
。
朝
食
前
に
30
分
ほ
ど

「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
し
て
い

ま
す
。
筋
ト
レ
も
追
加
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　

（
朝
比
奈
卯
一
）

　

な
ぜ
検
査
を
し
な
い
の
か　

　

最
近
ま
た
、
町
の
人
出
が
増
え
て
い

る
と
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
緊

急
事
態
宣
言
が
た
だ
延
長
さ
れ
続
け
れ

ば
、
こ
う
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い

た
。
政
府
は
無
策
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
宣
言
延
長
な
ら
そ
れ
と
同
時

に
、
検
査
を
拡
充
す
る
な
ど
し
、
感
染

者
と
非
感
染
者
を
分
け
る
な
ど
の
方
策

を
と
る
べ
き
だ
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
全
員
に
い
き

わ
た
る
の
は
ず
っ
と
先
の
こ
と
だ
。
変

異
型
も
増
え
て
い
る
。
検
査
を
す
れ
ば

経
済
活
動
も
再
開
で
き
る
。
な
ぜ
そ
う

し
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
む
。

（
古
岩
井
か
お
る
）

　　

誕
生
祝
い
を
娘
に
相
談

　

３
月
14
日
で
74
才
に
な
り
ま
し
た
。

誕
生
日
祝
い
な
ん
て
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
す
が
、
あ
と
何
回
出
来
る
の
だ
ろ

う
と
ふ
と
思
い
、
誕
生
日
祝
い
を
や
ろ

う
と
娘
に
電
話
し
ま
し
た
。

（
峯
村
艶
子
）

　

曾
孫
誕
生
は
３
・
３
・
３

　

昨
年
春
に
結
婚
し
た
孫
娘
に
、
先
日

女
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
が

な
ん
と
令
和
３
年
３
月
３
日
な
の
で

す
。
私
に
と
っ
て
曾
孫
誕
生
で
す
。
と

て
も
覚
え
や
す
い
日
で
、
物
忘
れ
の
多

く
な
っ
て
い
る
自
分
で
も
覚
え
て
い
ら

れ
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
曾
孫
は
写
真
の
み

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
結
婚
式
も
立
ち
合

え
ず
、
曾
孫
が
生
ま
れ
て
も
面
会
に
行

か
れ
ず
、
写
真
で
見
て
い
る
だ
け
で
と

て
も
寂
し
い
で
す
。
一
日
も
速
く
コ
ロ

ナ
の
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡
り
終
息
す
る

事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
（
忘
れ
な
草
）

　

「
あ
り
が
と
う
」
が
喜
び

　

実
家
の
両
親
の
介
護
の
た
め
、
妹
と

交
代
で
実
家
に
泊
ま
り
に
行
っ
て
い
ま

す
。
週
末
は
、
一
人
ず
つ
泊
り
に
来
て

  

つつ  

ぶぶ  

やや  

きき

　

今
年
は
早
々
と
花
が
一
斉
に
咲
き
出

し
た
。
心
ウ
キ
ウ
キ
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
だ
が
コ
ロ
ナ
で
う
か
つ
に
は
花
見
に

行
け
な
い
。
地
球
を
覆
う
異
常
さ
は
、

後
10
年
の
間
に
温
暖
化
を
止
め
な
い
と

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
異
常
気
象
は
氷
を
解
か
し
、
土
砂

崩
れ
を
起
こ
し
、
今
ま
で
封
じ
込
ま
れ

て
い
た
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を
地
表
に
出

し
て
く
る
。
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
て
も

新
た
な
ウ
イ
ル
ス
と
ま
た
戦
う
こ
と
に

な
る
可
能
性
は
大
き
い
。

　

エ
コ
バ
ッ
ク
は
持
っ
て
い
る
。
マ
イ

ボ
ト
ル
も
携
帯
し
て
い
る
。
無
駄
な
買

い
物
は
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。

電
気
自
動
車
は
庶
民
に
は
手
が
届
か
な

い
。
こ
ん
な
こ
と
で
温
暖
化
が
防
げ
る

の
か
！ 

経
済
シ
ス
テ
ム
が
問
題
な
の
で

は
な
い
か
？ 

と
焦
り
と
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
な
が
ら
、
も
う
す
っ
か
り
葉
桜
に
な
っ

た
桜
木
の
下
を
車
で
走
り
抜
け
た
。

　
　

鈴
木
友
子

組合員数

(2021 年３月末現在 )

全　県　　４,１０６人

北　信　　２,４６６人

中　信　　　  ７４５人

東　信　　　  ６６６人

南　信　　　  ２２７人

その他　　　  　　２人

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
変
で
す
が
、
今

で
き
る
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
あ
り

が
と
う
の
言
葉
が
喜
び
で
す
。

（
小
林
恵
子
）

　

「
コ
ロ
ナ
退
散
」
願
い
文

　

昨
年
、
後
期
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
せ
め
て
、
我
が
身

を
鼓
舞
し
よ
う
と
『
幸
希
高
齢
者
「
コ

ロ
ナ
退
散
」
願
い
文
』
を
考
え
ま
し
た
。

　

コ
・
・
・
幸
希
高
齢
者

　

ロ
・
・
・
狼
狽
す
る
こ
と
な
か
れ

　

ナ
・
・
・
仲
良
く
労
働
に
励
み

　

タ
・
・
・
民
の
心
を
絶
や
さ
ず

　

イ
・
・
・
潔
く
生
き
よ

　

サ
・
・
・
幸
多
き
人
生
を
希
っ
て

　

ン
・
・
・
い
ざ
、
歩
ま
ん

（
加
藤
久
美
）

　

投
稿
は
実
名
で
掲
載
し
ま
す
。
仮
名
を
ご
希

望
の
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
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長
野
市
大
豆
島
地
区
住
民
自
治
協
議
会

長
野
市
大
豆
島
地
区
住
民
自
治
協
議
会

　

福
祉
ワ
ー
カ
ー
の
平
野
歌
織
さ
ん
を
訪
問
し

　

福
祉
ワ
ー
カ
ー
の
平
野
歌
織
さ
ん
を
訪
問
し

て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

長
野
市
で
は
平
成

　

長
野
市
で
は
平
成
1717
年
に
策
定
し
た
「
長
野

年
に
策
定
し
た
「
長
野

市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
内

市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
内
3333
地
域
地
域

に
地
域
福
祉
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

に
地
域
福
祉
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

同
計
画
で
は
「
私
た
ち
が
暮
ら
す
身
近
な
地
域

同
計
画
で
は
「
私
た
ち
が
暮
ら
す
身
近
な
地
域

を
見
て
み
る
と
、
困
り
ご
と
、
悩
み
、
不
安
、

を
見
て
み
る
と
、
困
り
ご
と
、
悩
み
、
不
安
、

願
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
行
政
に
頼
る
の

願
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
行
政
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
住
民
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
、
み

で
は
な
く
、
住
民
自
ら
が
課
題
を
見
つ
け
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
活
動

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
活
動

を
進
め
、
行
政
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

を
進
め
、
行
政
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
」
と
し
て
、
地
域
ご
と
に
福
祉
活
動
計
画
作

く
」
と
し
て
、
地
域
ご
と
に
福
祉
活
動
計
画
作

り
、
身
近
な
相
談
・
情
報
発
信
の
場
づ
く
り
、

り
、
身
近
な
相
談
・
情
報
発
信
の
場
づ
く
り
、

新
た
な
活
動
の
創
造
を
担
う
人
材
と
し
て
、
地

新
た
な
活
動
の
創
造
を
担
う
人
材
と
し
て
、
地

域
福
祉
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
地
域
住

域
福
祉
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。
地
域
住

民
自
ら
地
域

民
自
ら
地
域

を
デ
ザ
イ
ン

を
デ
ザ
イ
ン

す
る
取
り
組

す
る
取
り
組

み
で
す
。

み
で
す
。
1515

年

前

か

ら
、

年

前

か

ら
、

こ
の
こ
と
が

こ
の
こ
と
が

行
な
わ
れ
て

行
な
わ
れ
て

き
た
の
は
驚

き
た
の
は
驚

き
で
す
。

き
で
す
。

　

大
豆
島
地

　

大
豆
島
地

区
に
は
高
齢

区
に
は
高
齢

協
の
「
つ
く

協
の
「
つ
く

し
の
里
大
豆
島
店
」
が
あ
り
、
長
い
お
付
き
合

し
の
里
大
豆
島
店
」
が
あ
り
、
長
い
お
付
き
合

い
が
あ
り
ま
す
。

い
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
頃
か
ら
、
地
域
の
民
生
委

　

２
０
１
８
年
頃
か
ら
、
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
館
の
指
導
員
達
と
話
し
合
い
を
始
め

員
・
児
童
館
の
指
導
員
達
と
話
し
合
い
を
始
め

て
、
「
子
ど
も
食
堂
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

て
、
「
子
ど
も
食
堂
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
に
は
、
春
休
み
、
夏
休
み
の
他
、

２
０
１
９
年
度
に
は
、
春
休
み
、
夏
休
み
の
他
、

季
節
の
節
目
ご
と
に
実
施
し
て
年
６
回
開
催
し

季
節
の
節
目
ご
と
に
実
施
し
て
年
６
回
開
催
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

「
こ
ど
も
食
堂
」
―
ま
め
っ
こ
食
堂
―
の
実

　

「
こ
ど
も
食
堂
」
―
ま
め
っ
こ
食
堂
―
の
実

施
状
況
で
す
。
（
２
０
１
９
年
）

施
状
況
で
す
。
（
２
０
１
９
年
）

　

◎
８
月

　

◎
８
月
2222
日
、
初
め
て
「
児
童
セ
ン
タ
ー
」

日
、
初
め
て
「
児
童
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
も
参
加
し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、「
こ

か
ら
も
参
加
し
た
い
と
い
う
連
絡
が
あ
り
、「
こ

ど
も
プ
ラ
ザ
」
と
合
わ
せ
て
約

ど
も
プ
ラ
ザ
」
と
合
わ
せ
て
約
100100
名
の
こ
ど
も

名
の
こ
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
は

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
は
1111
時
か
時
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
は

ら
、
セ
ン
タ
ー
は
1212
時
か
ら
、
と
時
間
を
調
整

時
か
ら
、
と
時
間
を
調
整

し
て
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
て
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
茶
話
会
を
催
し
た
際
、
プ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
茶
話
会
を
催
し
た
際
、
プ

ラ
ザ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
食
事
前
に
ト
ラ
ン
プ
大

ラ
ザ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
食
事
前
に
ト
ラ
ン
プ
大

会
を
や
る
と
盛
り
上
が
る
の
で
は
と
の
提
案
が

会
を
や
る
と
盛
り
上
が
る
の
で
は
と
の
提
案
が

あ
っ
た
の
で
、
プ
ラ
ザ
の
こ
ど
も
達
は
食
事
前

あ
っ
た
の
で
、
プ
ラ
ザ
の
こ
ど
も
達
は
食
事
前

に
テ
ー
ブ
ル
毎
に
ト
ラ
ン
プ
大
会
を
や
り
ま
し

に
テ
ー
ブ
ル
毎
に
ト
ラ
ン
プ
大
会
を
や
り
ま
し

た
。
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
の

た
。
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
の

優
勝
者
に
は
用
意
し
て
お
い
た
氷
菓
子
を
プ
レ

優
勝
者
に
は
用
意
し
て
お
い
た
氷
菓
子
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
1212
時
す
ぎ
に
は
児
童
セ
ン

時
す
ぎ
に
は
児
童
セ
ン

タ
ー
の
こ
ど
も
達
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

タ
ー
の
こ
ど
も
達
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
と
カ
レ
ー
を

　

ご
は
ん
と
カ
レ
ー
を
150150
食
を
用
意
し
ま
し
た

食
を
用
意
し
ま
し
た

が
、
高
学
年
が
先
だ
っ
た
の
で
お
替
わ
り
を
す

が
、
高
学
年
が
先
だ
っ
た
の
で
お
替
わ
り
を
す

る
と
量
が
な
く
な
り
そ
う
で
、
「
今
回
は
お
か

る
と
量
が
な
く
な
り
そ
う
で
、
「
今
回
は
お
か

わ
り
は
な
し
で
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ど
も

わ
り
は
な
し
で
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ど
も

達
か
ら
か
な
り
不
満
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

達
か
ら
か
な
り
不
満
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」
か
ら
「

　

「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」
か
ら
「
200200
食
ぐ
ら
い
用

食
ぐ
ら
い
用

意
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
要
望
が
事
前

意
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
い
う
要
望
が
事
前

に
あ
り
ま
し
た
が
、
業
務
の
狭
間
の
時
間
帯
で

に
あ
り
ま
し
た
が
、
業
務
の
狭
間
の
時
間
帯
で

作
る
の
は
現
時
点
で
は

作
る
の
は
現
時
点
で
は
150150
食
が
ぎ
り
ぎ
り
の
数

食
が
ぎ
り
ぎ
り
の
数

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
数
量
に
つ
い
て

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
数
量
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

◎
大
豆
島
の
こ
ど
も
食
堂
に
こ
の
よ
う
に
大

　

◎
大
豆
島
の
こ
ど
も
食
堂
に
こ
の
よ
う
に
大

勢
の
こ
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
い
る
要
因
の
一
つ

勢
の
こ
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
い
る
要
因
の
一
つ

は
、
利
用
し
て
い
る
大
豆
島
公
会
堂
（
宝
樹
軒
）

は
、
利
用
し
て
い
る
大
豆
島
公
会
堂
（
宝
樹
軒
）

の
立
地
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ザ
・
セ
ン
タ
ー
か

の
立
地
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ザ
・
セ
ン
タ
ー
か

ら
目
と
鼻
の
先
で
、
歩
い
て
移
動
で
き
る
事
も

ら
目
と
鼻
の
先
で
、
歩
い
て
移
動
で
き
る
事
も

参
加
を
促
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

参
加
を
促
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

少
人
数
で
す
が
、
「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
・
セ
ン

　

少
人
数
で
す
が
、
「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
・
セ
ン

タ
ー
」
に
所
属
し
て
い
な
い
こ
ど
も
達
も
参
加

タ
ー
」
に
所
属
し
て
い
な
い
こ
ど
も
達
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
こ
ど
も
達
は
の
び

し
て
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
こ
ど
も
達
は
の
び

の
び
と
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
こ
ど
も
食
堂
と
い

の
び
と
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
こ
ど
も
食
堂
と
い

う
場
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
て

う
場
を
思
い
切
り
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
て

と
れ
、
こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
れ
、
こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
ス
タ
ッ

と
は
「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
・
セ
ン
タ
ー
」
の
ス
タ
ッ

フ
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
、
ま
た
積
極
的
に

フ
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
、
ま
た
積
極
的
に

参
加
し
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も
大

参
加
し
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
も
大

き
い
で
す
。
今
後
も
地
域
に
し
っ
か
り
根
付
い

き
い
で
す
。
今
後
も
地
域
に
し
っ
か
り
根
付
い

て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
館
の
指
導
者
な
ど

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
館
の
指
導
者
な
ど

に
集
ま
っ
て
も
ら
い

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
1111
月月
1212
日
、
懇
談
し
ま
し

日
、
懇
談
し
ま
し

た
。
今
後
は
料
理
は
「
つ
く
し
の
里
」
で
行
な

た
。
今
後
は
料
理
は
「
つ
く
し
の
里
」
で
行
な

う
が
、
全
体
の
運
営
は
地
域
の
方
々
「
子
ど
も

う
が
、
全
体
の
運
営
は
地
域
の
方
々
「
子
ど
も

部
会
」
で
進
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

部
会
」
で
進
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
話
し
合
い
を
し
た
後
、
新
型
コ
ロ

た
。
し
か
し
話
し
合
い
を
し
た
後
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
っ
て
、
２
０
２
０

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
っ
て
、
２
０
２
０

年
度
は
「
ま
め
っ
こ
食
堂
」
は
休
業
状
態
と
な

年
度
は
「
ま
め
っ
こ
食
堂
」
は
休
業
状
態
と
な

り
ま
し
た
。　

り
ま
し
た
。　

((

北
信
セ
ン
タ
ー　

北
村
淳
史

北
信
セ
ン
タ
ー　

北
村
淳
史))

元気な地域には秘密がある

こども食堂という場を思い切り楽しむ小学生こども食堂という場を思い切り楽しむ小学生


